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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

歴
史
文
化
基
本
構
想
を
策
定

特
色
あ
る
文
化
財
や
歴
史
的
資
源
を
総
合
的
に
保
存
・
活
用

　
市
で
は
、
今
日
は
も
と
よ
り
次
の
世

代
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現

に
向
け
、
舞
鶴
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

+
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
将
来
都
市
像
の
方
向
性

を
示
す
「
第
３
次
舞
鶴
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
平
成
30
年
～
40
年
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
会
（
委
員
長

＝
葉
山
勉
・
京
都
精
華
大
教
授
、
14
人
）

都市計画マスタープランの概要
まちづくり方針

▪総合的な取り組みの方向性（将来都市構造）

　舞鶴版コンパクトシティ+ネットワーク（３C+）

　　❖C
コントロール

ontrol：元気なまちへ導く

　　❖C
コ ネ ク ト

onnect：次世代に繋ぐ

　　❖C
チ ェ ン ジ

hange：時代に合わせて変化する

　 　❖+network：人・地域のつながり

舞鶴版コンパクトシティ+ネットワークの実
現にかかる重要施策を表す　　　　ロゴ
を付けます。

３C+

　
市
で
は
、
特
色
あ
る
文
化
財
や
歴
史

的
資
源
を
周
辺
環
境
ま
で
含
め
た
歴
史

文
化
遺
産
と
し
て
総
合
的
に
保
存
・
活

用
し
、
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
示
す
「
舞
鶴
市
歴
史
文
化

基
本
構
想
」
を
策
定
。

　
計
画
で
は
、「
歴
史
文
化
の
魅
力
を
探

り
、
学
び
、
活
か
し
、
引
き
継
ぐ
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
く
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
指
針
を
「
舞
鶴
モ
デ
ル
」
と
し
、

３
つ
の
基
本
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
構
想（
案
）に
対
し
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出

制
度
）
に
基
づ
い
て
意
見
を
募
集
し
た

結
果
、
３
人
か
ら
４
件
の
提
出
が
あ
り

ま
し
た
（
募
集
期
間
：
７
月
１
日
～
31

日
）。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
意
見
を
踏

ま
え
、
素
案
の
修
正
等
を
行
う
も
の
が

３
件
、
市
の
考
え
を
説
明
し
、
ご
理
解

を
い
た
だ
く
も
の
が
１
件
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
基
本
構
想
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、
文
化

振
興
課
や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
☎
66
・

１
０
１
９
）
へ
。

舞鶴市歴史文化基本構想の概要
基本理念
歴史文化の魅力を探り、学び、活かし、引き継ぐ
基本方針
①歴史文化の魅力を探る・学ぶ　②歴史文化の魅力を活かす
③歴史文化の魅力を引き継ぐ
構想のイメージ図

探る
◆歴史文化遺産の
　探索発見

活かす
◆外部発信
◆市民組織の発足

引き継ぐ
◆保存・活用
◆愛着醸成
◆賑わいづくり

や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
よ
る
意

見
を
反
映
し
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

方
針
と
地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。　

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
同
プ
ラ
ン
の
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
（
☎
66
・

１
０
４
８
）
へ
。

学ぶ
◆価値魅力の
　理解

　
本
市
へ
移
住
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
空
き
家
を
提
供
す
る
「
舞
鶴
市
お
試

し
住
宅
」
の
第
１
号
が
完
成
。
４
月
16

日
に
お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
物
件
は
、
木
造
平
屋
建
て
（
89

平
方
㍍
）
で
、
敷
地
は
３
０
５
平
方
㍍
。

舞
鶴
高
専
の
学
生
が
作
成
し
た
改
修
プ

ラ
ン
を
も
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
も
の
。

元
々
の
風
景
な
ど
を
残
し
、
子
育
て
世

代
が
住
み
や
す
い
住
宅
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
物
件

に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
空
き
家
を
活
用
し
、

市
外
か
ら
の
移
住
者
の
増
加
に
向
け
た

事
業
を
進
め
ま
す
。

▪
空
き
家
バ
ン
ク
へ
ご
登
録
を

　
市
で
は
、
上
記
お
試
し
住
宅
の
ほ
か
、

空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
施
策
と

し
て
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
実
施
。

Ｊ
Ｒ
東
・
西
舞
鶴
駅
付
近
の
「
ま
ち
な

か
エ
リ
ア
」と
市
街
化
区
域
以
外
の「
農

漁
村
エ
リ
ア
」
に
あ
る
空
き
家
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
同
バ
ン
ク
へ
登
録
す
る
こ
と
で
、
物

件
の
紹
介
や
地
域
と
の
調
整
な
ど
、
移

住
希
望
者
と
空
き
家
提
供
者
と
の
契
約

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
市
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
移
住・定
住
促
進
課
（
☎

66
・
１
０
８
５
）
へ
。

　
平
成
29
年
度
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
匿
名

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
掲
載
し
て
い
ま

せ
ん
。

《
企
画
政
策
課
、福
祉
企
画
課
、教
育
総
務
課
》

【
寄
付
金
】（
敬
称
略
）

▪
個
人　

❖
ふ
る
さ
と
納
税
…
崎
山
健
二

（
川
崎
市
）、
木
村
健
一
（
名
古
屋
市
）、

藤
林
喜
代
子
（
京
田
辺
市
）、
右
城
望
（
大

阪
市
）、久
下
恭
子
（
吹
田
市
）、宮
下
通
永
（
高

槻
市
）、三
宅
基
治
（
日
野
市
）、柴
田
貴
彦
（
名

古
屋
市
）、小
西
唯
丹（
城
陽
市
）、森
田
信
彦（
京

都
市
）、郡
山
保（
春
日
井
市
）、春
山
宏
樹（
多

摩
市
）、
三
浦
裕
明
（
東
京
都
）、
大
山
康
子

（
神
戸
市
）、大
山
正
（
神
戸
市
）、雑
喉
潤
（
東

京
都
）、生
野
秀
昭（
吹
田
市
）、髙
橋
秀
夫（
東

京
都
）、迫
田
茂
雄
（
豊
中
市
）、小
走
勇
（
京

都
市
）、瀬
川
照
光
（
東
京
都
）、美
濃
和
男
（
東

京
都
）、
稲
垣
裕
之
（
京
都
市
）、
壷
内
啓
史

（
向
日
市
）、児
玉
ア
キ
子
（
高
知
県
東
洋
町
）、

瀬
川
将
義（
東
京
都
）、宮
下
恵
美（
神
戸
市
）

❖
市
民
福
祉
…
松
嶋
康
晴
（
森
）、
木
村

冨
美
子
（
引
土
）

▪
団
体
　
❖
ふ
る
さ
と
納
税
…
東
舞
鶴
高

校
昭
和
51
年
卒
業
生
同
窓
会
❖
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
…
株
式
会
社
マ
ツ
シ
マ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会
社
セ
レ
マ
、
日
東

薬
品
工
業
株
式
会
社
、
京
都
大
原
記
念
病
院

グ
ル
ー
プ
、
日
立
造
船
株
式
会
社
、
医
療
法

人
徳
洲
会
宇
治
徳
洲
会
病
院
、
林
ベ
ニ
ヤ
産

業
株
式
会
社
、
日
本
新
薬
株
式
会
社
❖
市
民

福
祉
…
全
京
都
建
築
労
働
組
合
舞
鶴
支
部
、

舞
鶴
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
ラ
オ
ケ
連
盟
、
京
都
丹

の
国
農
業
協
同
組
合
、
舞
鶴
東
佛
教
会

【
寄
贈
品
】（
敬
称
略
）

▪
個
人
　
❖
永
田
立
夫
（
横
浜
市
）
…
タ
シ

ケ
ン
ト
第
四
ラ
ー
ゲ
ル
会
の
旗

▪
団
体
　
❖
株
式
会
社
ホ
リ
グ
チ
…
掛
地
図

❖
舞
鶴
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
案
内

掲
示
板
❖
吉
原
小
学
校
昭
和
44
年
度
卒
業
生

一
同
…
冷
蔵
庫
、
実
物
投
影
機
❖
一
般
財
団

法
人
舞
鶴
交
通
安
全
協
会
…
安
全
傘
❖
株
式

会
社
京
都
銀
行
…
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用

機
器
❖
一
般
社
団
法
人
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協

会
…
下
敷
き
❖
舞
鶴
防
犯
協
会
…
カ
ラ
ー
定

規
❖
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
京
都
府
本
部
…

車
い
す
❖
京
都
府
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
舞
鶴
支
部

…
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
発
電
機
❖
社
団
法
人
青
森

県
り
ん
ご
対
策
協
議
会
・
舞
鶴
合
同
青
果
株

式
会
社
…
り
ん
ご
な
ど
❖
舞
鶴
市
森
林
組
合

…
木
製
ベ
ン
チ
❖
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
舞

鶴
…
児
童
図
書

《
平
成
29
年
度
寄
付
金
》　
平
成
29
年
度
に
い

た
だ
い
た
市
の
福
祉
に
対
す
る
寄
付
金
は
、

14
件
、
1
0
0
万
７
，
０
４
３
円
。
そ
の

お
志
に
沿
う
よ
う
「
市
民
福
祉
さ
さ
え
あ

い
基
金
」
に
積
み
立
て
、
高
齢
者
や
障
害

が
あ
る
人
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
対

象
と
し
た
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
53
件

6
3
7
万
８
，
０
０
０
円
は
、「
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
引
揚
記
念
館
の

整
備
・
改
修
や
舞
鶴
市
の
歴
史
と
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
９
件
１
，
０
０
０
万
円
も
同
館
の
整
備
・

改
修
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

移
住
者
用
の
お
試
し
住
宅
が
完
成

舞
鶴
高
専
の
学
生
が
設
計
と
整
備

寄
付
金
・
寄
贈
品
な
ど

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
倉
梯
・
倉
二
・
与
保
呂
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
６
月
１
日
に
移
転
し
ま

す
。
新
た
な
所
在
地
は
市
内
字
行
永

1
7
9
2
番
地
。
今
後
も
高
齢
者
の
身

近
な
「
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
と
し
て
気

楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
☎

66
・
１
０
１
８
）
か
倉
梯
・
倉
二
・
与

保
呂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

77
・
５
０
０
２
）
へ
。
　

倉
梯・倉
二・与
保
呂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
青
葉
中
隣
接
地
へ
移
転

舞鶴版コンパクトシティ ＋ ネットワーク

文

青葉中学校

×
舞鶴警察署
行永交番

28

倉梯・倉二・与保呂
地域包括支援センター

位置図

お披露目会で住宅の整備概要を説明する舞鶴高専教
授の尾上亮介さんと学生（上）住宅と前庭（下）




